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9.2 人名と地名
・ 「清太夫」 「善太夫」 のような当初の人名に基づく名称は、 現地で用いられる。

　　　（類例は、 要検討）

・ 「甲州」 のような当初の地名に基づく名称は、 現地から離れた場所で用いられる。

　　　類例 ： 「甘藷」 リューキューイモ （西日本）

　　　　　　　　　　　　 サツマイモ （中国地方以東）

　　　　　　　 「瀬戸物」 カラツモノ （九州東部 ・ 中四国 ・ 北陸）
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9. まとめ
9.1 類音牽引・民間語源と連想変化 (associatation)

・ 「甲州」 の 「中井清太夫」 が救荒作物の 「じゃがいも」 を広めるもととなった。

・ 「中井清太夫」 「甲州」 は、 ともに現地を離れると、 あまり広く知られることのない 「弱い固有名詞」 であった。

・ 弱い固有名詞であったために、 現地から離れたところ （伝播先） では、 それぞれの場所で、 音的類似性と意味 ・

背景のつながりを持つ、 なじみのある名称に変化させることになった。 すなわち、 言語変化を生み出す強い力を

発揮した。

　　　　「清太夫」→「仙台」 （寒さ）

　　　　「甲州」→　「孔子」 「弘法」 （救いへの敬意）

　　　　　　 　　→　「江州」 （地名）→「五升」 （量）－（「二度」 と混交）→「五度」 （回数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→「五郎」 ： 人名に回帰

・このような言語変化は、 従来、 類音牽引や民間語源と呼ばれてきた。 実際には、 音の類似性と意味の異分析は、

切り離すことができず、 相乗効果により引き起こされることが多い。 このような両方の効果による言語変化を 「連

想変化」 （associatation） と呼びたい。

・ 今回とりあげた中では、 類音牽引の 「五郎」 以外は連想変化として扱える。

8. 擬態語を経て固有名詞に戻る
・ ゴロを語頭に持つ一連の 「じゃがいも」 方言形が確

認される。 ゴは、 ゴド （五斗 ・ 五度） 同様に、 甲

州をもとにする江州から派生したものかもしれない。

そこに 「じゃがいも」 の形状から、 擬態語のゴロに

よる名称が生み出された。

・ しかし、 ゴロは擬態語にとどまらなかった。 「いも」

は 「右衛門」 に似ていた （e. g.  ごろいも ： ごろえ

もん）。 ここからゴローザやゴロータなどの固有名詞

を含む語形が生み出された。

・「清太夫」 「甲州」 という固有名詞から出発した 「じゃ

がいも」 方言は、 ふたたび、 固有名詞に回帰して

いった。

7. 数量化 三類
・ 「じゃがいも」 は、 冷涼な気候に強いとともに、 豊

富な収穫量と二期作可能な性質を持つ。 そのこと

で 「江州」 （＜「甲州」） は、 《量》 や 《回数》 とい

う数量に変化する。

・ 「甲州」 から変化した 「江州」 は、 東北北部から

北海道において、 ゴショー （五升） へと変化し、

救荒作物 「じゃがいも」 の生産 《量》 の多さを表

す名前に変化した。

・ 二期作が可能な救荒作物 「じゃがいも」 は、 収穫

の 《回数》 からニドイモ （二度芋） と、 東北地方

で広く呼ばれた。

・ 「量」 を表すゴショーと 「回数」 を表すニドが混交

（blending） することで、 新たにゴドが生み出された

（ゴショー＋ニド→ゴド ： 東北地方日本海側）。 ゴド

の背景には 「五斗」 「五度」 という意識があり、 収

穫の 《量》 と 《回数》 が強化された。

6. 甲州から孔子・弘法へ
・コーシイモは 「孔子」 に該当するが、 もとは 「甲州」

である （沢木 1979）。 救荒作物 「じゃがいも」 の

草分け地から離れると、 良く理解されない地名 「甲

州」 は、 饑饉から人々を救う救荒作物への敬意に

より、 似た音の 「孔子」 へと置き換えられた。

・ そのような作物に対する敬意は、 語頭のコのみ残

して （語頭のコが牽引して）、 コーボー ・ コーボー

イモ （弘法大師 ： 真言宗の開祖、 空海） に変化さ

せた。 「弘法」 に置き換えられた 「甲州」 は、 中

部地方の越前 ・ 美濃や中国地方の備後 ・ 山陰で

はあまり馴染みのない名前であったことも効いてい

ると考えられる。

5. 甲州から江州へ
・「じゃがいも」 方言の 「江州」 は西日本に分布する。

・ 救荒作物の 「じゃがいも」 は、 甲州から広まった。

そこで、 おもに中部地方で、 コーシュー・コーショー

イモと呼ばれた。

・ところが、 「甲州」 は西日本から遠く、 西日本の人々

にはあまり馴染みのない地名であった。 そこで、「甲

州」 に音が似ていて、 西日本に近く、 「近江商人」

で有名な地名 「江州」 に置き換えられる変化が起

きた （ゴーシューイモ ・ ゴーシイモ ・ ゴーシ）。

4. 清太夫から仙台へ
・ 人名がもとになって、 地名への類音牽引 ・ 民間語源が

働き、 「じゃがいも」 方言の言語変化が起こった。

・ 甲州で人々の救いとなる 「じゃがいも」 を広め、 祀られ

た清太夫はその 「じゃがいも」 に名を残した （セーダユー・

セーダ ・ セーダイモ ・ セーザイモ）。

・ ところが、 清太夫の謙虚な姿勢のためか、 甲州以外に

その名はあまり知られることはなかった。 清太夫の名と

ともに 「じゃがいも」 は、 甲州から 100km 以上離れた隣

県の岐阜県飛騨地方に広まったが、 馴染みのない名前

は、 似た名前を持つ東北地方最大の街 「仙台」 に置き

換えられた。 そこには類音牽引と 「寒さ」 のイメージに

よる民間語源が働いた。

・ なお、 飛騨地方については当地の代官、 幸田善太夫に

由来する可能性もある （伊藤 2008）。 この場合もやはり

「仙台」 に置き換えられる変化があったと考えられる。

こうだ　ぜんだゆう

3. 甲州の中井清太夫

・ 甲府 （甲州） の代官、 中井清太夫が幕府の許可のもと、 飢饉対

策としてじゃがいもを九州から取り寄せ、 広めたとされる （伝承）。

・ 中井清太夫　1777 （安永 6） 年～ 1787 （天明 7） 年、 甲府の代

官を務める。 じゃがいもによる飢饉からの救命により、龍泉寺 （山

梨県上野原町） に 「芋大明神」 として祀られる （小林貞夫 1987）。

・ 領民による功徳碑建立願いに対し、 代官の義務遂行として聞き入

れなかった。 しかし、 その後、 山梨県三珠町に功徳碑、 神明神

社 （甲府市） に石祠が建立された （高槻 2012）。 笛吹川の支流、

押出川の治水でも知られる ( 手塚 1978)。

なかい　せいだゆう

2. じゃがいも (馬鈴薯 )

・ 原産地の南米からヨーロッパ （オランダもしくはポルトガル） 経由で

日本に伝わる （17 世紀中頃）。

・ 冷涼な気候に強いことから、 饑饉対策の救荒作物として広まる。

・ 本格的な栽培は、 明治時代以降、 北海道開拓入植者の主要食糧

として定着。

・ 第一次世界大戦以降、 でん粉の輸出用に作付面積が急増。

          以上、財団法人いも類振興会編（2012）、山本（2008）参照。

・『物類称呼』 1775 （安永 4） 年には扱われない （「さつまいも」 「か

ぼちゃ」 「とうもろこし」 「とうがらし」 は扱われる）。

1. 渡来作物

・ じゃがいも、 さつまいも、 かぼちゃ、 とうもろこし、 とうがらし等の

作物 （佐藤 1979）。

・ 16 世紀を中心とした大航海時代に、 ヨーロッパ人により、 アメリカ

大陸 （中南米） からヨーロッパに移され、 さらにヨーロッパからア

ジアに （日本には南蛮貿易を通して） 運ばれた。
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